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第３回中泊町議会定例会

令和 ５年 ９月 １日（金曜日）

〇議事日程 第１号

１ 会議録署名議員の指名

２ 会期の決定

３ 町長提案理由の説明

４ 報告第１１号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件

（中泊町固定資産評価審査委員会委員の選任につ

いて）

５ 報告第１２号 令和４年度中泊町財政健全化判断比率の報告につ

いて

６ 報告第１３号 令和４年度中泊町公営企業会計に係る資金不足比

率の報告について

７ 報告第１４号 令和４年度中泊町教育委員会事務の管理・執行状

況の点検及び評価報告書について

８ 議案第５８号 令和４年度中泊町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて

９ 議案第５９号 令和４年度中泊町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定について

１０ 議案第６０号 令和４年度中泊町介護保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について

１１ 議案第６１号 令和４年度中泊町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について

１２ 議案第６２号 令和４年度中泊町漁業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について

１３ 議案第６３号 令和４年度中泊町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算の認定について

１４ 議案第６４号 令和４年度中泊町水道事業特別会計利益の処分及

び決算の認定について

１５ 議案第６５号 中泊町半島振興対策実施地域に係る固定資産税の

特別措置に関する条例の一部改正について
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１６ 議案第６６号 中泊町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改

正について

１７ 議案第６７号 令和５年度中泊町一般会計補正予算第４号につい

て

１８ 議案第６８号 令和５年度中泊町国民健康保険特別会計補正予算

第１号について

１９ 議案第６９号 令和５年度中泊町介護保険事業特別会計補正予算

第２号について

２０ 議案第７０号 令和５年度中泊町水道事業特別会計補正予算第２

号について

２１ 議案第７１号 人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める

の件

２２ 議案第７２号 西北五環境整備事務組合を組織する地方公共団体

の数の増加及び西北五環境整備事務組合規約の変

更について

２３ 決算特別委員会の設置

〇出席議員（１２名）

１番 鈴 木 長一郎 君 ２番 田 中 洋 君

３番 成 田 直 人 君 ４番 秋 元 隆 君

５番 塚 本 悦 子 君 ６番 荒 関 富 雄 君

７番 秋 田 博 君 ８番 長 利 司 君

１０番 青 山 雅 晴 君 １１番 沖 崎 勲 君

１２番 野 上 憲 幸 君 １３番 川 山 光 則 君

〇欠席議員（１名）

９番 兵 庫 桂 蔵 君

〇出席説明員

町 長 濱 舘 豊 光 君

副 町 長 横 野 彰 吾 君

教 育 長 鈴 木 信 也 君

代 表 監 査 委 員 外 﨑 良 造 君
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総 務 課 長 下 山 貴 子 君

財 政 課 長 三 上 晃 瑠 君

総 合 戦 略 課 長 越 野 進 一 君

町 民 課 長 宮 越 裕 子 君
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農 政 課 長 古 川 幹 人 君

水 産 商 工 観 光
山 中 哲 哉 君課 長

小 泊 支 所 長 太 田 光 平 君

教 育 課 長 田 中 綾 人 君

税 務 会 計 課 長 三 上 康 栄 君

上 下 水 道 課 長 鈴 木 輝 文 君

〇職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 長 利 香代子 君

総 務 課 行 政 係 白 川 隼 君
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開会 午前１０時００分

◎開会の宣告

〇議長（川山光則君） ただいまの出席議員数は１２人です。定足数に達して

いますので、令和５年第３回中泊町議会定例会を開会します。

◎開議の宣告

〇議長（川山光則君） これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。

◎会議録署名議員の指名

〇議長（川山光則君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により３

番、成田直人議員及び７番、秋田博議員を指名します。

◎会期の決定について

〇議長（川山光則君） 日程第２、会期の決定の件を議題にします。

お諮りします。本定例会の会期は、別紙議会運営委員長からの報告

のとおり、本日から９月８日までの８日間にしたいと思います。ご異

議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

よって、本定例会の会期は本日から９月８日までの８日間に決定し

ました。

議案審議に入る前に、私から青山議員に厳重注意事項がありますの

で、朗読します。

青山雅晴議員におかれましては、本会議及び委員会等の欠席が散見

され、令和４年第１回議会運営委員会において協議した結果、自らの

職責を自覚し全うするよう、各種会議等への出席を催告したところで

す。しかしながら、このたびの令和５年７月１０日の臨時会も届け出

のない欠席がありました。再三の注意にもかかわらず、このような事

態を招いたことは、議会の品位を損ね、誠に遺憾であります。また、

町議会としてさらなる活性化を目指す上で、不適切な行為であると言

わざるを得ません。
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よって、今後このようなことがあった場合は、あなたの処分につい

て会議に委ねることになるので、ここに厳重注意いたします。

◎日程第４ 報告第１１号から日程第２２ 議案第７２号

まで

〇議長（川山光則君） 日程第４、報告第１１号 専決処分した事項の報告及

び承認を求めるの件から日程第２２、議案第７２号 西北五環境整備

事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び西北五環境整備事務

組合規約の変更についてまでを一括上程します。

町長に提案理由の説明を求めます。

濱舘町長。

（町長 濱舘豊光君登壇）

〇町長（濱舘豊光君） 本日、令和５年第３回中泊町議会定例会を招集いたし

ましたところ、議員の皆様方には、公私ご多用中の折にもかかわりま

せず、ご出席を賜り、ここに開会できましたことを厚く御礼申し上げ

ます。

今定例会に提出をさせていただきました議案等は、決算の認定や条

例改正など合計１９件でありますが、その概要をご説明申し上げ、ご

審議の参考に供したいと存じます。

まず、議案第５８号から議案第６４号までの令和４年度中泊町の一

般会計及び各特別会計の歳入歳出等決算の認定についてご説明申し上

げます。

本町の財政は、歳入においては、企業版ふるさと納税など財源確保

に努めてはいるものの、依然として自主財源に乏しく、地方交付税の

動向に左右されやすい脆弱な財政構造が続いております。

一方、歳出におきましては、高齢者人口の増加等に伴います社会保

障関連経費の経常的な増加、特に公共施設の整備・更新をはじめとし

た基盤整備事業等による投資的経費が集中し、一時的な財政需要の急

増が見込まれるものの、将来に向けて真に必要な取組には積極的に投

資し、行財政改革をはじめ、自治体ＤＸ・ＧＸを推進しつつ、効果的

で、持続可能な行政運営を推進していく必要があると考えているとこ

ろであります。

こうした状況の中で、令和４年度の財政運営は、「第二次中泊町長
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期総合計画」を柱に、新たな町の将来像「豊かな自然とともに創る、

暮らす、未来へつなぐ自立と協働のまち」の実現に向け、限られた財

源を活用して、新しいまちづくりの実行に取り組みつつ、新型コロナ

ウイルス感染症対策と令和４年８月の大雨災害からの復旧及び被災者

支援に重点を置き対処してまいったところでございます。

議案第５８号は、令和４年度中泊町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついてであります。歳入歳出予算総額１１４億５，６６６万９，００

０円に対し、決算額は、歳入総額９９億８，９８０万８，２４０円、

歳出総額９６億６，２６６万３，１８０円、差引額３億２，７１４万

５，０６０円となりました。継続費逓次繰越額５万３，０００円及び

繰越明許費繰越額８，１４４万５，０００円を除く実質収支額は２億

４，５６４万７，０６０円となり、前年度と比較いたしますと１．０

％の増額となってございます。

議案第５９号は、令和４年度中泊町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定についてであります。

事業勘定では、歳入歳出予算総額１７億７８８万１，０００円に対

し、決算額は、歳入総額１４億２，４６８万２，２１６円、歳出総額

１３億９，６３９万９，９１４円、差引額２，８２８万２，３０２円

となりました。実質収支額は、２，８２８万２，３０２円となり、前

年度と比較いたしますと６１．０％の減額となってございます。

診療施設勘定では、歳入歳出予算総額１億５，４３３万円に対し、

決算額は、歳入総額１億４，９９８万４，３６０円、歳出総額１億４，

９９８万３，７５５円、差引額６０５円となりました。実質収支額は

６０５円となり、前年度と比較いたしますと６６．４％の減額となっ

てございます。

議案第６０号は、令和４年度中泊町介護保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定についてであります。

歳入歳出予算総額１８億６，６０６万２，０００円に対し、決算額

は、歳入総額１８億５，８０２万５，９０８円、歳出総額１８億３，

００３万６，４２７円、差引額２，７９８万９，４８１円となりまし

た。実質収支額は２，７９８万９，４８１円となり、前年度と比較を

いたしますと２５．６％の減額となってございます。

議案第６１号は、令和４年度中泊町農業集落排水事業特別会計歳入
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歳出決算の認定についてであります。

歳入歳出予算総額４，３５９万３，０００円に対し、決算額は、歳

入総額４，３９９万８，５５６円、歳出総額４，２７３万１３４円、

差引額１２６万８，４２２円となりました。実質収支額は、１２６万

８，４２２円となり、前年度と比較をいたしますと７２．８％の増額

となってございます。

議案第６２号は、令和４年度中泊町漁業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定についてであります。

歳入歳出予算総額２，４２０万７，０００円に対し、決算額は、歳

入総額２，４１４万１，６３０円、歳出総額２，３３２万２，７６３

円、差引額８１万８，８６７円となりました。実質収支額は、８１万

８，８６７円となり、前年度と比較をいたしますと４５５．９％の増

額となってございます。

議案第６３号は、令和４年度中泊町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算の認定についてであります。

歳入歳出予算総額２億８，３６７万８，０００円に対し、決算額は、

歳入総額２億８，６１１万５，３８５円、歳出総額２億８，２３５万

７，０３０円、差引額３７５万８，３５５円となりました。実質収支

額は、３７５万８，３５５円となり、前年度と比較をいたしますと４．

４％の減額となってございます。

議案第６４号は、令和４年度中泊町水道事業特別会計利益の処分及

び決算の認定についてであります。

収益的収支では、消費税及び地方消費税を除いて収入額３億２，０

２４万９８４円、支出額２億５，７８９万７，６４１円、差引額６，

２３４万３，３４３円、資本的収支では、収入額０円、支出額２億２，

０２２万４，３５５円、差引不足額２億２，０２２万４，３５５円と

なりました。支出の主なものは企業債償還金となっております。

なお、差引不足額につきましては、過年度分損益勘定留保資金、当

年度分消費税及び地方消費税資本金収支調整額で補填をさせていただ

いております。

報告第１１号は、中泊町固定資産評価審査委員会委員の選任につい

てであります。

中泊町固定資産評価審査委員会の委員が欠けたことに伴い、補欠の



- 8 -

委員を選任いたしましたので、これを報告し、承認を求めるものであ

ります。

報告第１２号は、令和４年度中泊町財政健全化判断比率の報告につ

いてであります。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定によ

り、令和４年度における当町の健全化判断比率を報告するものであり

ます。

報告第１３号は、令和４年度中泊町公営企業会計に係る資金不足比

率の報告についてであります。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定に

より、令和４年度における当町の公営企業会計資金不足比率を報告す

るものであります。

報告第１４号は、令和４年度中泊町教育委員会事務の管理・執行状

況の点検及び評価報告書についてであります。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定に

基づき、中泊町教育委員会事務の管理・執行状況の点検及び評価につ

いて、令和４年度の実績により報告するものであります。

議案第６５号は、中泊町半島振興対策実施地域に係る固定資産税の

特別措置に関する条例の一部改正についてであります。

半島振興法の一部改正に伴い、条例の一部を改正するものでありま

す。

議案第６６号は、中泊町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改

正についてであります。

電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関す

る法律の一部改正に伴い、移動端末設備を利用した多機能端末機によ

る印鑑登録証明書の交付を可能とするものであります。

議案第６７号は、令和５年度中泊町一般会計補正予算第４号につい

てであります。

補正額は、歳入歳出とも５億２，９５７万８，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を７９億５，５３３万円とするものであります。

補正する歳出の主なものは、総務費に、総合福祉健康センター工事

費及び運営費、民生費に高齢者生活福祉センターボイラー取替工事費、

土木費に町道補修工事費、消防費に消火栓改修工事費、教育費に備品
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購入費など、それぞれ所要額を計上いたしております。

歳入につきましては、歳出との関連において、国庫支出金、県支出

金、町債等について調整のうえ計上させていただいたほか、地方交付

税につきましては、普通交付税交付額の確定により、繰越金につきま

しては、前年度繰越額の確定により、それぞれ計上させていただいて

おります。

議案第６８号は、令和５年度中泊町国民健康保険特別会計補正予算

第１号についてであります。

事業勘定の補正額は、歳入歳出とも２，９９４万３，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を１５億８，４３０万１，０００円とする

ものであります。

補正する歳出の主なものは、財政調整基金積立金及び、令和４年度

事業費確定に伴う返還金などであります。

歳入につきましては、歳出の関連において、国庫支出金を計上した

ほか、繰越金につきましては、前年度繰越額の確定により計上させて

いただいております。

診療施設勘定の補正額は、歳入歳出とも２０６万８，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を１億５，０４３万９，０００円とするも

のであります。

補正する歳出の主なものは、物件等修繕及び備品購入費などであり

ます。

補正する歳入の主なものは、新型コロナワクチン接種代金受託事業

収入であります。

議案第６９号は、令和５年度中泊町介護保険事業特別会計補正予算

第２号についてであります。

補正額は、歳入歳出とも３，１３２万１，０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を１８億３，９９４万３，０００円とするものであり

ます。

補正する歳出の主なものは、保険給付費等の実績額確定による国庫

支出金等過年度分返還金など、それぞれ所要額を計上いたしておりま

す。

歳入につきましては、歳出との関連において、基金繰入金などを計

上したほか、令和４年度からの繰越額の確定により、前年度繰越金を
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計上させていただいております。

議案第７０号は、令和５年度中泊町水道事業特別会計補正予算第２

号についてであります。

収益的収入について、既決予算額に３０２万８，０００円を追加し、

総額３億３，８３９万５，０００円とし、収益的支出について、既決

予算額に２７９万円を追加し、総額３億６１０万５，０００円とする

ものであります。

補正する支出は、引込電線支障木伐採委託料、配水管一部移設工事

費、過年度水道料還付金を計上しております。

収入につきましては、移設補償金、一般会計補助金を計上しており

ます。

議案第７１号は、人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める

の件についてであります。

現委員山本弘氏の任期が令和５年１２月３１日で満了することに伴

い、後任委員を推薦するに当たり、議会の意見を求めるものでありま

す。

議案第７２号は、西北五環境整備事務組合を組織する地方公共団体

の数の増加及び西北五環境整備事務組合規約の変更についてでありま

す。

ごみ処理施設の設置に関する事務の構成団体に「鰺ヶ沢町」と「深

浦町」を追加することに伴い所要の規約変更をするものであります。

以上で、本議会定例会に提案をさせていただきました議案の説明と

させていただきますが、議事の進行に従い、ご質問に応じ詳細にご説

明申し上げたいと存じます。

何とぞ、慎重ご審議の上、原案どおり御議決を賜りますようお願い

申し上げまして提案理由の説明を終わらせていただきます。ありがと

うございました。

◎日程第２３ 決算特別委員会の設置

〇議長（川山光則君） 日程第２３、決算特別委員会の設置の件を議題にしま

す。

お諮りします。議案第５８号から議案第６４号までの令和４年度中

泊町一般会計歳入歳出決算、各特別会計歳入歳出決算及び利益の処分
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及び決算については、議員全員の委員をもって構成する決算特別委員

会を設置し、これに付託の上、審査することにしたいと思います。ご

異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５８号から議案第６４号までの令和４年度中泊

町一般会計歳入歳出決算、各特別会計歳入歳出決算及び利益の処分及

び決算については、議員全員の委員をもって構成する決算特別委員会

を設置し、これに付託の上、審査することに決定しました。

◎散会の宣告

〇議長（川山光則君） 以上で本日の日程は全部終了しました。

本日はこれで散会します。

散会 午前１０時２０分
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第３回中泊町議会定例会

令和 ５年 ９月 ５日（火曜日）

〇議事日程 第２号

１ 一般質問

〇出席議員（１２名）

１番 鈴 木 長一郎 君 ２番 田 中 洋 君

３番 成 田 直 人 君 ４番 秋 元 隆 君

５番 塚 本 悦 子 君 ６番 荒 関 富 雄 君

７番 秋 田 博 君 ８番 長 利 司 君

９番 兵 庫 桂 蔵 君 １０番 青 山 雅 晴 君

１１番 沖 崎 勲 君 １２番 野 上 憲 幸 君

〇欠席議員（１名）

１３番 川 山 光 則 君

〇出席説明員

町 長 濱 舘 豊 光 君

副 町 長 横 野 彰 吾 君

教 育 長 鈴 木 信 也 君

代 表 監 査 委 員 外 﨑 良 造 君

総 務 課 長 下 山 貴 子 君

財 政 課 長 三 上 晃 瑠 君

総 合 戦 略 課 長 越 野 進 一 君

町 民 課 長 宮 越 裕 子 君

福 祉 課 長 阿 部 弘 喜 君

環 境 整 備 課 長 藤 本 雅 久 君

農 政 課 長 古 川 幹 人 君

水 産 商 工 観 光 山 中 哲 哉 君
課 長

小 泊 支 所 長 太 田 光 平 君



- 14 -

教 育 課 長 田 中 綾 人 君

税 務 会 計 課 長 三 上 康 栄 君

上 下 水 道 課 長 鈴 木 輝 文 君

〇職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 長 利 香代子 君

総 務 課 行 政 係 白 川 隼 君
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開議 午前１０時００分

◎開議の宣告

〇副議長（秋元 隆君） おはようございます。本日は、川山議長より欠席届

が出ておりますので、地方自治法第１０６条第１項により私が議長の

職務を行います。よろしくお願いします。

ただいまの出席議員数は１２名です。定足数に達していますので、

これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

◎日程第１ 一般質問

〇副議長（秋元 隆君） 日程第１、一般質問を行います。

６番、荒関議員の質問を許可します。

荒関議員。

（６番 荒関富雄君登壇）

〇６番（荒関富雄君） ただいま議長のお許しが出ましたので、一般質問に入

らせていただきます。

一般質問に入る前に、本当に今年の異常気象、今後出来秋がどうな

るか心配と、またいろんな文化の祭典とか、また体育大会などで、町

民の皆様方、いろいろな大会でご活躍されていることに、まず感謝申

し上げ、一般質問に入らせていただきます。

通告に従いまして一般質問いたします。今回の質問は、第２次長期

総合計画（第３期実施計画）の中の、特に運動公園と斎場の整備につ

いてお伺いしたいと思います。

この実施計画の中には、具体的に示すというのが、この実施計画の

趣旨であります。その中には、福祉政策として、町の総合福祉健康セ

ンター運営事業など具体的に出ているものもございますが、たしか斎

場の整備と運動公園の整備も入っていたように思うのでありますが、

それが今回の具体的な実施計画の説明の中には、あまり私たちが分か

るような内容で説明を受けておりませんので、それで、この問題は長

期計画でありますので、同僚議員も過去にいろんな形で質問なされた

ことがあるのでありますが、その中で町のほうの答弁としては、いろ

んな近隣町村と広域の中で相談しながら運動公園の整備はやるけれど

も、なかなか要望が通っていない面もございますので、その辺をどの
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ように考えているのか。

斎場の問題は、いろんな経緯があります。道路が狭い。だから、今

までは、今施設が建っておりますけれども、小学校の跡地の横からず

っと斎場まで道路を拡幅しているというような計画は過去にもありま

した。その後は、その計画が立ち消えになり、どうしても斎場に入っ

ていく道路が狭いということで、手前のほうを町で取得してマイクロ

バス等が入りやすいようにしていた経緯もあると思います。

今までの斎場についての質問に対しては、町当局は近隣町村と協議

しながら、町単独では斎場の整備は私はしないのではないかというふ

うに前の答弁では理解しているのですけれども、そうではなくて、町

単独で行うのか。また、運動公園の整備についても、どこまで町で整

備し、また近隣町村とはこれからも、どこまで話し合いながら整備し

ていくのか、そこら辺私たち伺っておりませんので、まずそこの説明

のほどをよろしくお願いいたします。

〇副議長（秋元 隆君） 荒関議員の質問に対する答弁を求めます。

濱舘町長。

（町長 濱舘豊光君登壇）

〇町長（濱舘豊光君） 荒関議員の一般質問へのご答弁をさせていただく前に、

議長のお許しを得まして、このたびの職員の不祥事事案についてご報

告とおわびを申し上げたいと思います。

今回の件は、昨年の１１月に当町の職員が相手が未成年者であるこ

とを知りつつ淫行に及んだ事案でありまして、警察による捜査の結果、

今年７月に逮捕されるに及び、８月には児童買春、児童ポルノに関わ

る行為等の処罰及び児童の保護等に関する法律違反及び県の青少年健

全育成条例違反による罰金刑が確定したものであります。この間、町

民の皆様には多大なるご迷惑とご心配をおかけしたことは誠に遺憾で

あり、心からおわびを申し上げる次第であります。当該職員につきま

しては、警察による処分を踏まえ、町の懲戒審査委員会で審査した結

果を尊重し、懲戒免職とする旨を決定をさせていただき、９月１日に

公表したところであります。

今後は、二度とこのようなことがないよう職員一丸となって町民の

信頼回復に努める所存でございます。誠に申し訳ございませんでした。

それでは、荒関議員のご質問にお答えをさせていただきます。
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議員ご承知のとおり、我が町のみならず、全国的に地方における過

疎化、少子化が進んでいる状況にあり、国立社会保障・人口問題研究

所の将来推計人口によりますと、当町が２０４５年には約４，０００

人にまで人口が減少すると公表されているところであります。このよ

うな中、町の目指すべき方向性と、その実現に必要な施策の基本的方

向などを示す最上位計画でございます中泊町第２次長期総合計画を基

に現在町政を運営しているところであります。

長期総合計画は、平成２８年度から１０年間の地域づくりの方針を

示す基本構想と前期（平成２８年度から令和２年度まで）でございま

すが、それと後期（令和３年度から令和７年度まで）を、各５年間に

分けて示した基本計画を策定しているところであります。平成２９年

度から第１期、これは平成２９年度から令和元年度までになるわけで

ありますが、そして第２期、令和２年度から令和４年度、そして第３

期が令和５年度から令和７年度ということで、各３年間に分けて具体

的な施策を示した実施計画の３つを合わせて構成されているところで

あります。

現在は、その中の後期計画、第３期実施計画（令和５年度から７年

度）、この時期に当たっておりまして、議員ご指摘のとおり、「スポー

ツを通じて人や地域のつながりをつくるまち」を掲げまして、運動公

園の整備につきましては、社会体育関連の整備の中で、住民の誰もが

生涯にわたり、目的や体力に応じてスポーツを楽しめるよう、施設や

設備の計画的な整備による安全対策を進める方針としまして、老朽化

や耐震性、安全性に対処するとともに、住民のニーズに対応した施設

の充実、整備に取り組んでいくこととしているところであります。

この方針の下、運動公園は、これまでも町民がスポーツに親しめる

環境をしっかりと確保することを最優先に、必要な修繕等を速やかに

行いながら維持管理に努めてまいっておりますし、今後もそのように

取り組んでまいる所存であります。

これに関連をいたしまして、通常の町有施設の維持管理とは別に、

陸上競技場のように広域の大会等が開催される施設につきましては、

これまでも申し上げておりますとおり、大規模改修を含め、広域で維

持管理していけるような新たな枠組みづくりや費用の支援について、

今後も引き続き五所川原圏域定住自立圏の会議の場で協議を重ねなが



- 18 -

ら県へ要望してまいりたいと考えております。

また、もう一つの斎場の整備についてでありますが、第３期実施計

画の中で、「快適で住みよい環境へ定住するまち」を掲げ、多様化す

る火葬場等のニーズ把握に努め、安寧に最後の儀式を行えるよう住民

のニーズに配慮した火葬場の整備を行っていくこととしております。

議員ご承知のとおり、当町には中里斎場と小泊斎場、この２つの斎

場があるわけでありますが、中里斎場は昭和５４年に建設をされまし

て、平成２１年には一部改修を実施し、小泊斎場は平成４年に建設を

され、現在に至っておりますが、いずれも計画的な修繕を行いながら、

火葬炉を止めないようにしっかりと維持管理に努めてまいったところ

であります。

その一方で、以前、今博子前議員にお答えをしたとおり、今後は施

設の老朽化や人口減少による利用者の減少をも考慮しつつ、町単独で

の整備維持に固執することなく、圏域の定住自立圏構想の中でも議論

できるよう提案してまいりたいと考えております。

公共施設の広域利用につきましては、全国的に人口減少社会を迎え

ている状況下で検討が進められており、本県でも下北圏域などで圏域

全体での公共施設の活用や維持について議論が始まったと承知してい

るところであります。それらの進捗状況等も参考にしながら、五所川

原圏域でもよりよい方向に向かえるよう尽力をしてまいりたいと考え

ております。

以上でございます。

〇副議長（秋元 隆君） 再質問ありませんか。

荒関議員。

〇６番（荒関富雄君） 町長の答弁の中では、広域の中でいろいろこれからも

進めていくと、相談しながら。では、今具体的にどの辺まで話し合わ

れているのか。何年度ぐらいをめどとしているのか。というのは、こ

の町の長期計画は年度が切れています。最後が切れているのです。こ

の間にやるのか、やらないのか。やれるのか、やれないのか。そこら

辺を再度お聞きしたいと思います。

〇副議長（秋元 隆君） 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 今もご答弁申し上げたとおりなのでありますが、現状

の運動公園の施設につきましては、計画どおりにしっかりと使えるよ
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うに維持をしていくということであります。議員ご指摘というか、ご

質問になりたいことというのは、要は公認のお話とか、そういうこと

であろうかと思うわけでありますが、これは前にも申し上げましたと

おり、今我が町の総合運動公園陸上競技場につきましては、西郡、北

郡の中体連をはじめ、様々な広域の大会が行われるグラウンドという

ふうになっております。通常町民の方々が健康づくりのために使う分

の整備につきましては、これは計画どおりにきちんと進めていくわけ

でありますが、この広域で例えば競技の成績が公認をされ、県の大会

に行くための公認グラウンドという観点で申し上げれば、圏域に１つ

あればいいのではないかということでありまして、これまでも五所川

原定住自立圏構想の中で、市町長会議の中でお話をし続けてきたわけ

でありますが、これからもこの圏域の会議で訴え続けていくとともに、

県のほうでもどういう考え方をするのか申し上げていきたい。これは、

下北圏域で今そういう動きがあるということを参考にしながら申し上

げていきたいなと思っております。

斎場につきましては、現状まだ使える、何とか使えるという状況で

ありまして、五所川原、例えば近くの川倉にある斎場が今後どうなる

のかというところも五所川原市さんのほうとも相談をしながら、お互

い使えるものであれば一緒に使っていくという方向がいいのではない

かというのは市長さんも同じような考え方でございますので、今後両

圏域にとって、人口減少社会にとって、どういう在り方が一番いいの

かということはもっと広い範囲でも考えていきたいなというふうに考

えております。

以上でございます。

〇副議長（秋元 隆君） 再々質問ありませんか。

荒関議員。

〇６番（荒関富雄君） それは分かるのです。一生懸命努力されているのでし

ょうけれども。では、どのような形になるのかを今の答弁では分から

ないのですけれども、そうすれば、五所川原圏域の中で何年後までに

はそれに対して答えが出るのか、出ないのか。では、出ない場合は、

今度はまた町でもこれが２期が終わりますと、３期の総合計画に着手

されると思いますけれども、そのときにこの問題を継続していくのか、

それとも、もう町が独自に、圏域の中で幾ら話し合ってもまとまらな
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い場合はどんな形になるのかなという、そこら辺再度お願いします。

〇副議長（秋元 隆君） 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） はっきりしたお答えが欲しいということであろうかと

思いますが、私自身もこの先、例えば１０年後、１５年後、この町、

この地域がどうなっていくのかということは確実な予測というのは立

てられないわけでありまして、であればこそ、今県も含めて、国も長

期総合計画の考え方というのは変わってきているわけであります。１

０年間の期間がいいのかどうかというのも今議論されているところで

ありまして、議員のお尋ねの心配のところにお答えをするとすれば、

その時点、その時点で最良の判断をしていきたいというこのこと１つ

であります。いつまでにということではなくて、そのとき、そのとき

の状況に応じて最適な判断をしてまいりたいと。これは、広域でやる

のが一番いいのか、町単独でやるのが一番いいのか等も含めて、その

時点、時点で最良の判断をしてまいりたいということであります。

以上であります。

〇副議長（秋元 隆君） これをもちまして荒関議員の質問を終了します。

５番、塚本議員の質問を許可します。

塚本議員。

（５番 塚本悦子君登壇）

〇５番（塚本悦子君） 議席５番、塚本悦子でございます。通告に従い、質問

させていただきます。

町の業務効率化に向けてのチャットＧＰＴの取組についてでありま

す。最近チャットＧＰＴが毎日のようにメディアをにぎわせています。

チャットＧＰＴは、対話型のＡＩ、人工知能と呼ばれ、２０２２年１

１月にＯｐｅｎＡＩ社が発表、登場して半年以上過ぎ、瞬く間に世界

で１億人以上使うようになっています。今や一般企業、自治体、教育

機関、政府、個人に至るまで、このチャットＧＰＴの活用法を模索し

ている状況であります。また、チャットＧＰＴは、生成系ＡＩと呼ば

れるＡＩの一種であり、文章はもちろん、画像、動画、音楽など、こ

れまで人間が主に行ってきた様々な創造的な活動を代替し、補佐でき

る能力を持つＡＩと言われています。

今、全国の自治体でも試験導入しています。その中にあって、県で

は７月１３日、文章作成、アンケート集計、文書管理など、日常業務
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の負担を大幅に軽減できる７つのツールを集め、体験会を開いていま

す。そして、県では８月２４日、庁内業務チャットＧＰＴを試験的に

導入しました。当面は、課ごとに１人ずつ使い、業務効率化に十分な

効果があれば、来年４月に本格導入するということであります。その

ほか、むつ市ではチャットＧＰＴを使った自治体業務支援システムを

試験導入すると発表し、いろいろその効果を検証するとしています。

また、教育界においては、文科省が小中高の初等中等教育段階での

生成ＡＩの利用に関するガイドラインを７月４日に公表しました。い

ずれも利便性は高いが、町の業務も教育現場も不適切な使い方、例え

ば個人情報の流出などの懸念が生まれてきます。また、ＡＩには責任

能力がない。情報の信憑性がない。人間のような知性もない。ＡＩは、

人間のように臨機応変に方向性や目標が決められない。職員は、機械

に使われない。機械を使うよう日々研さんに努め、思考力を失わない

ようにしなければならないと思います。

そこで、質問させていただきます。

１、町役場の事務効率化のため、生成ＡＩの導入予定はしています

か。また、ＡＩに関しての人材育成にはどのように考えていますか。

お聞かせ願います。

２として、教育現場での活用、利用方法などに関しての導入予定は

していますか。同様に、それを使いこなす教職員の人材の育成はどの

ようにお考えでしょうか。お聞かせ願います。

以上でございます。

〇副議長（秋元 隆君） 塚本議員の質問に対する答弁を求めます。

濱舘町長。

（町長 濱舘豊光君登壇）

〇町長（濱舘豊光君） 塚本議員のご質問にお答えをいたしたいと思います。

ホットな話題と申しますか、今朝もＮＨＫで「自治体で進む生成Ａ

Ｉ」というふうなテーマで報道がなされておったのを私も見てまいり

ました。今の議員のご質問に対して、私のほうからはまず役場内での

生成ＡＩの導入や、その推進に当たっての人材育成に関わる部分につ

いてをご答弁させていただき、教育現場での対応につきましては、こ

の後鈴木教育長から答弁をさせていただきたいと思います。

さて、生成ＡＩでございますが、インターネット上にある膨大なデ
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ータを学習することで、指示どおりに新たな文章や画像などを生み出

すことができる人工知能、アーティフィシャル・インテリジェンスと

いうことのＡＩなわけでありますが、音楽やプログラムまでも多彩に

生み出すことができると昨今話題になっているのは議員ご指摘のとお

りであります。

その対話型の生成ＡＩの一つとして大きな話題となったのが、米国

の企業でありますＯｐｅｎＡＩ社が開発した人工知能、いわゆるチャ

ットＧＰＴであります。昨年、２０２２年１１月に公開されると、私

たちの質問に対して、まるでそこに人間が相手をして答えているかの

ように、自然でクオリティーの高い回答が返ってくるということで、

瞬く間に注目を集め、これまでかなりのアプリケーションが出たとき

の対応とは全く違うようなスピードで利用者が急増しているというこ

とで承知してございます。

今回、塚本議員からいただいたご質問を早速この生成ＡＩに尋ねて

みましたところ、次のような回答が返ってきたわけでありまして、紹

介をさせていただきます。

生成ＡＩは、自然言語処理技術を用いて文章を生成するＡＩです。

町役場においても、生成ＡＩの導入を検討しております。ただし、注

意すべき点としては、生成ＡＩが自動的に文章を生成するため、情報

の正確性や適切性についての確認が必要です。そのため、生成ＡＩの

導入に際しては、十分な教育、訓練を行い、人材の育成に力を入れる

予定です。

今後は、生成ＡＩを活用して業務を効率化し、町役場のサービス向

上に貢献していきたいと考えております。生成ＡＩを活用することで、

例えば町民からの問合せに対する迅速な回答や、文章作成の効率化が

期待できます。

ただし、ＡＩの活用に当たっては、個人情報の適切な管理や人間の

判断力を重視することも大切です。町役場としては、これらの点に注

意しながら、生成ＡＩの導入を進めてまいりますと、ここまでがチャ

ットＧＰＴが答えてくれた回答であります。

このように、それらしい文章を作成することができまして、業務の

効率化や行政サービスの向上につながるのではないかなという可能性

を感じたところであります。
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生成ＡＩによる創造の面では、次々と新しいコンテンツが生み出さ

れることで、様々な産業やビジネスが大変革を遂げ、多くの分野での

活用の期待が膨らんでいるところでもございます。

その一方で、議員ご指摘のとおり、生成ＡＩによる社会へのよくな

い影響も深刻の度合いが増しているのではないかと。その中には、Ａ

Ｉでつくり出されたフェイクニュースがネット空間へ流出することで

社会が混乱したり、犯罪に悪用されたり、軍事利用されるということ

の懸念も出されており、このようなリスクの指摘の中で、ＡＩの倫理

の規制、先ほどＡＩの弱点のようなところを議員のほうからご指摘が

あったわけでありますが、それらを人間としてうまく使っていくため

の運用のルールづくりが課題になっているのだというふうに認識をし

ているところであります。

こういった状況を踏まえまして、当町でも業務遂行の一助として適

切に活用したいと考え、先月８月には中泊町生成ＡＩの利用ガイドラ

インを策定し、個人情報の漏えいなど、町民の皆様が危険にさらされ

ることのないよう職員に運用ルールを示し、生成ＡＩ活用の下地を整

えたところでございます。

そして、まず活用の手始めとして、この９月からはチャットアプリ

による対話型アシスタントの試験運用を開始してございます。本定例

会の補正予算に機材購入費を計上させていただきましたが、１０月に

はＡＩ会議録システム、津軽弁に対応できるかどうかというのが非常

に問題なわけでありますが、この文字起こし機材（ログミーツ）とい

うものを庁内に導入するなど、今後少しずつ業務の効率化による職員

の負担軽減や行政サービス向上のため、生成ＡＩを活用していく予定

としてございます。

また、非常に便利で業務の効率化が期待される生成ＡＩではござい

ますが、最終的に取り扱うのは私ども人間ということになるわけであ

りまして、メリットとリスクをしっかりと理解した上で、適切な活用

に努めていく必要があるというふうに認識してございます。

そのためには、議員ご指摘のとおり、人材育成がまず何よりも必要

であり、まずは当町の総合戦略課デジタルトランスフォーメーション

推進係に業務の効率化に有効な活用方法などの情報収集に当たらせ、

効果的な研修の機会を設定しながら、職員のスキルアップに努めてま
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いりたいと考えてございます。

私からは以上でございます。

〇副議長（秋元 隆君） 鈴木教育長。

（教育長 鈴木信也君登壇）

〇教育長（鈴木信也君） 塚本議員のご質問にお答えします。

議員ご存じのとおり、現在ニュース等で見ない日はないほど生成Ａ

Ｉについての話題は取り上げられております。そして、企業や、先ほ

ど町長からの答弁もありましたように、自治体などが利用に向けて動

いていることは承知しております。

そのような中、文部科学省が初等中等教育段階における生成ＡＩの

利用に関する暫定的なガイドラインを、塚本議員にも先ほどご紹介い

ただきましたけれども、本年７月４日に公表しました。それを受けま

して、教育委員会といたしましても、管内小中学校に速やかに周知を

図っております。なお、現時点で管内の小中学校で生成ＡＩを業務利

用している例や、児童生徒の課題などで問題となった事例の報告は承

知しておりません。例えば夏休みの宿題に関して、生成ＡＩから答え

を、言葉は悪いですけれども、丸写しして宿題を提出しているとか、

そういう報告は承知しておりません。

そのガイドラインについてですが、生成ＡＩの教育利用の方向性に

ついて示す一方、先ほどご指摘の個人情報やプライバシーに関する注

意点、それから教育情報セキュリティ、著作権保護なども示されてお

ります。詳細な説明は割愛させていただきますが、現時点で生成ＡＩ

は発展途上のサービスであると認識しております。多大な利便性があ

る反面、偽情報の拡散、ＡＩに全てを任せて、本来の学習意欲が軽減

するのではないか、そういう影響、様々な懸念も指摘されております。

教育現場の活用に当たっては、利用規約の遵守、それはもちろんで

ございますが、生成ＡＩに全てを委ねるのではなく、自らの判断が重

要であることなどを十分に子供たちに理解させることが重要であると

考えております。また、教職員のＡＩリテラシーの向上が、近い将来

教育活動で適切に対応する素地をつくることや、今騒がれております

働き方改革、そういうものに教職員が生成ＡＩを使って時間を短縮で

きるものや利便性があるものはどんどん使っていくということにつな

がることを考えまして、やはりそこには研修や校務での適切な活用に



- 25 -

向けた取組を推進していく必要があると考えております。

このような現況を踏まえまして、私といたしましては、メリットと

デメリットを十分に理解した上で、生成ＡＩは積極的に学校現場で導

入してまいりたいと考えております。これからの子供たちが生きる時

代に生成ＡＩが使われない世界はあるでしょうか。ちょっと想像でき

ない感じがします。恐らく姿や形は変わっても、同様のテクノロジー

は日常的に使われていくものと想像され、生活に溶け込んでいくもの

と思われます。

いずれにしましても、このようなサービスの進化は速く、先ほど文

部科学省が出したガイドラインはバージョンアップされる感じですけ

れども、そこには機動的に改定する。つまり文科省ももうどんどん改

定していくと、そういうふうにうたっているところがあります。今現

実に問題になっていることが時間の経過とともに早晩解決されている

かもしれません。とにかくアンテナを高くして、今後も努めて情報収

集を行い、情報活用能力を育む教育活動を一層充実させていきたいと

考えておりますので、よろしくお願いいたします。

〇副議長（秋元 隆君） 再質問ありませんか。

塚本議員。

〇５番（塚本悦子君） 町長さんはじめ、教育長さんと、大変ご丁寧にご答弁

いただいて、誠にありがとうございました。早速我が町でも講習会を

行うと、１０月からは徐々に始まると。そして、学校教育のほうもも

ちろんのことだそうでございます。答弁は結構でございますが、私の

愚見を述べて終わりにしたいと思います。

先ほども町長さんも教育長さんもおっしゃっていました。あくまで

機械でございます。子供たちにも、あまり信用しないという指導方法、

とても重要だなと私も思っております。人間とは違って、先ほど言っ

たとおりでございます。臨機応変なことはできないのです。１００％

信じることはなく、常に緊張感を持っていただきたいと思います。機

械をいかに上手に使うかで、その効率化につながると思うのです。我

が町では、ＤＸ、デジタルトランスフォーメーションは、早速行って

おります。本当にどこよりも早速行うということで、また教育面でも

とても充実している。職員の働き方改革などにも気を使ってください

ます。そして、今では支援員の配置とか、冷房管理も早くに完全に整



- 26 -

っております。また、子供たちのプログラミングの学習などもいろん

なことが進展していると私は思っております。

いずれにしても、ＩＴの人材不足はきたさないよう、そして人材育

成に力を注いでいただきたいのでございます。これからもデジタルに

強い町と、町長さんをはじめ、職員、教育委員会一丸となって、どこ

の自治体よりも最先端を行っているのだということ、その町を目指し

てこれからも頑張っていただけることを期待を申し上げて、質問を終

わります。どうもありがとうございました。

〇副議長（秋元 隆君） これをもちまして塚本議員の質問を終了します。

◎散会の宣告

〇副議長（秋元 隆君） 以上で本日の日程は全部終了しました。

本日はこれで散会します。

散会 午前１０時４０分
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第３回中泊町議会定例会

令和 ５年 ９月 ８日（金曜日）

〇議事日程 第３号

１ 報告第１１号 専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件

（中泊町固定資産評価審査委員会委員の選任につ

いて）

２ 議案第５８号 令和４年度中泊町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて

３ 議案第５９号 令和４年度中泊町国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定について

４ 議案第６０号 令和４年度中泊町介護保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について

５ 議案第６１号 令和４年度中泊町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について

６ 議案第６２号 令和４年度中泊町漁業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について

７ 議案第６３号 令和４年度中泊町後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算の認定について

８ 議案第６４号 令和４年度中泊町水道事業特別会計利益の処分及

び決算の認定について

９ 議案第６５号 中泊町半島振興対策実施地域に係る固定資産税の

特別措置に関する条例の一部改正について

１０ 議案第６６号 中泊町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改

正について

１１ 議案第６７号 令和５年度中泊町一般会計補正予算第４号につい

て

１２ 議案第６８号 令和５年度中泊町国民健康保険特別会計補正予算

第１号について

１３ 議案第６９号 令和５年度中泊町介護保険事業特別会計補正予算

第２号について

１４ 議案第７０号 令和５年度中泊町水道事業特別会計補正予算第２
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号について

１５ 議案第７１号 人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める

の件

１６ 議案第７２号 西北五環境整備事務組合を組織する地方公共団体

の数の増加及び西北五環境整備事務組合規約の変

更について

１７ 次期議会の会期日程及び議会運営に関する事項について

〇追加議事日程（第３号の追加）

１ 議案第７３号 工事請負契約の締結について

〇出席議員（１３名）

１番 鈴 木 長一郎 君 ２番 田 中 洋 君

３番 成 田 直 人 君 ４番 秋 元 隆 君

５番 塚 本 悦 子 君 ６番 荒 関 富 雄 君

７番 秋 田 博 君 ８番 長 利 司 君

９番 兵 庫 桂 蔵 君 １０番 青 山 雅 晴 君

１１番 沖 崎 勲 君 １２番 野 上 憲 幸 君

１３番 川 山 光 則 君

〇欠席議員（なし）

〇出席説明員

町 長 濱 舘 豊 光 君

副 町 長 横 野 彰 吾 君

教 育 長 鈴 木 信 也 君

代 表 監 査 委 員 外 﨑 良 造 君

総 務 課 長 下 山 貴 子 君

財 政 課 長 三 上 晃 瑠 君

総 合 戦 略 課 長 越 野 進 一 君

町 民 課 長 宮 越 裕 子 君

福 祉 課 長 阿 部 弘 喜 君

環 境 整 備 課 長 藤 本 雅 久 君

農 政 課 長 古 川 幹 人 君
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水 産 商 工 観 光
山 中 哲 哉 君

課 長

小 泊 支 所 長 太 田 光 平 君

教 育 課 長 田 中 綾 人 君

税 務 会 計 課 長 三 上 康 栄 君
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〇職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長 長 利 香代子 君

総 務 課 行 政 係 白 川 隼 君
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開議 午前１０時００分

◎開議の宣告

〇議長（川山光則君） ただいまの出席議員数は１３人です。定足数に達して

いますので、これから本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

本日は議案の審議を行います。

◎日程第１ 報告第１１号

〇議長（川山光則君） 日程第１、報告第１１号 専決処分した事項の報告及

び承認を求めるの件を議題にします。

本件について町長に説明を求めます。

濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 報告第１１号、中泊町固定資産評価審査委員会委員の

選任についてご説明申し上げます。

委員の佐藤恭一氏の逝去に伴い、後任の委員として、長利俊広氏を

選任するに当たり、議会の同意をお願いするものであります。

長利氏は、中里地域芦野に在住で、自治会役員、納税貯蓄組合会計

の役目を担っており、人望も厚く温厚な人柄は、委員として適任であ

ると存じますので、選任するに当たり、ご同意を賜りますようお願い

を申し上げます。

以上であります。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

報告第１１号を採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり承認することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。
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したがって、報告第１１号は承認することに決定しました。

◎日程第２ 議案第５８号から日程第８ 議案第６４号まで

〇議長（川山光則君） 日程第２、議案第５８号 令和４年度中泊町一般会計

歳入歳出決算の認定についてから日程第８、議案第６４号 令和４年

度中泊町水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定についてまでを

一括議題にします。

本決算については決算特別委員会に付託して審査いたしましたの

で、委員長に審査結果の報告を求めます。

塚本悦子委員長。

〇決算特別委員長（塚本悦子君） 去る９月１日の本会議において、決算特別

委員会に付託されました議案第５８号から議案第６４号までの令和４

年度中泊町一般会計歳入歳出決算及び各特別会計歳入歳出決算、利益

の処分及び決算についてを９月６日と７日の２日間にわたり慎重に審

査いたしましたところ、いずれも異議なく認定すべきものと決定しま

したので、ご報告申し上げます。

〇議長（川山光則君） 委員長の報告が終わりました。これから議案第５８号

令和４年度中泊町一般会計歳入歳出決算の認定についてから議案第６

４号 令和４年度中泊町水道事業特別会計利益の処分及び決算の認定

についてまでの総括質疑を行います。質疑ありませんか。

荒関議員。

〇６番（荒関富雄君） 貸付財産のことなのですけれども、元の職業訓練校、

あそこを日本風力さんに貸しているのですよね。あそこの管理状況、

今年こういう天候でありましたので、雑草が大分目につくのですけれ

ども、そこら辺は把握しているでしょうか。

〇議長（川山光則君） 三上財政課長。

〇財政課長（三上晃瑠君） ただいまの荒関議員の質問にお答えいたします。

旧職業訓練校、日本風力開発株式会社のほうに貸出ししておりまし

て、先般建物の改築方法等のことで、現場を設計の担当が確認に来て

おりました。今、議員ご指摘の雑草等につきましては、ちょっと私ど

もも把握しておりませんので、そこは速やかに雑草等、周辺に影響が

出ないように、適正な管理をするよう話してまいりたいと思います。

〇議長（川山光則君） 荒関議員。
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〇６番（荒関富雄君） あの目立つところを把握していないというのであれば、

やっぱり貸付けした以上は、適正な管理をしてもらわなければ、町民

はどこに貸し付けたのか、分かっているわけではないので、役場で粗

末にしているというふうに町民の目に入りますので、貸付けした以上

は、それは賃借料は当然もらうのでありますけれども、管理のほうも

しっかりしてもらえるよう、これからも指導していただけることをお

願い申し上げます。

〇議長（川山光則君） ほかにありませんか。

荒関議員。

〇６番（荒関富雄君） これは、自分が一般質問の中で質問漏れなのですけれ

ども、町当局は公共施設の総面積の削減をうたっております。２，５

００平米ほどというふうに的確な数字も出ているのですけれども、こ

れはどこをどういう形で、今後３年間で減らしていくのか、ご説明願

えればと思います。

〇議長（川山光則君） 三上財政課長。

〇財政課長（三上晃瑠君） ただいまのご質問にお答えします。

町の長期総合計画で、公共施設２，５００平方メートル削減の目標

値を立てております。その目標値の根拠となりますのは、公営住宅２

棟、教員住宅１棟、そしてまた旧博物館今泉分館の売却等を計画に入

れて、それが２，５００平方メートルの削除の根拠となっております。

〇議長（川山光則君） よろしいですか。

荒関議員。

〇６番（荒関富雄君） 用途廃止した住宅を解体していく、それがこの計画の

主なもので、その他今泉の分館の売却など、そこまでしか削減の計画

では、あとは話し合われていないということですか。

〇議長（川山光則君） 三上財政課長。

〇財政課長（三上晃瑠君） それ以外の公共施設、例えば使わなくなった施設

等は、適宜財産の整理を行っていくこととしておりまして、具体的な

目標値にはまだ組み込んではおりません。

以上です。

〇議長（川山光則君） 荒関議員。

〇６番（荒関富雄君） 少子高齢化の中で無駄とは言いませんけれども、現在

使用されていないような公共財産が大分目につくようになっていて、
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近隣市町村でも、つがる市さんなんかは体育館の使用を停止する計画

している場所とかありますけれども、当町ではそういう小学校の統廃

合とか、そういうのはまだ全然計画の中にないということでよろしい

ですか。それとも、庁議の中で、まだ発表はできないけれども、やっ

ているとか、そういう計画性が見えないと、確かにその場、その場で

やらなければならないことに着手していくのは分かりますけれども、

当然町としては大きな計画の流れの中で物事を進めていかないと、行

政の継続性も疑われるし、そういう計画がないというのであればなく

て結構ですけれども、庁舎内ではいろいろみんなで共有している部分

がおありでしたら、私たちにも教えていただきたいというのが趣旨で

あります。

〇議長（川山光則君） 三上財政課長。

〇財政課長（三上晃瑠君） 公共施設の適正な管理ということで、お答えさせ

ていただきます。

町では、平成２８年に公共施設等総合管理計画を策定しております。

そして、令和４年３月に更新しております。その中で、公共施設は、

今、議員がおっしゃられたように、人口減少、建物の老朽化に合わせ

て適正に管理していくのだということで、年に１回、各公共施設の状

況についての打合せも予定しております。

〇議長（川山光則君） 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 公共施設の総合的な管理については、今、財政課長の

ほうから説明があったとおり、計画を立ててやっているところであり

ます。

その中でも、特にもう既に使われなくなったところ、これについて

はその時々に相手方とかと回りながら、どういう活用をすればいいの

かというのを検討しながら、結論を得ていきたいなと考えております

し、お尋ねにあった学校の施設の問題でありますが、もう既に閉校と

なった下前小学校ですとか、小泊小学校も今使わなくなったわけであ

ります。それから、小泊中学校、こういうものについては、できるだ

け早く使い道、処分の方法等については考えていきたいと思っており

ます。

ただ、現実に子供たちが学び舎としている学校については、なかな

か慎重に考えていかなければいけない部分もあるものですから、まず
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初めに教育環境の在り方というものをしっかりと議論いただいた上

で、結果として使わなくなった校舎については、それ以降にまた考え

ていくというふうなことになろうかと考えております。

以上であります。

〇議長（川山光則君） 荒関議員。

〇６番（荒関富雄君） 使わなくなったものはものとして、それはそれでいい

のでありますが。でも、小泊もああいう形で小中一貫校、そのために

は事前に町民と代表者とで協議会みたいなものをつくって、ずっと議

論しながら、どういう形で、どういう備品がいいのかなというところ

まで話し合って、一貫校もやったわけであります。当然、近い将来に

は、中里もどんどん子供たちの数が少なくなっておりますので、必ず

や統合という形で小中一貫校まではいかなくても、複式学級でこのま

までいいのかという、そこの議論まではそろそろ下に下ろして話し合

ってもいいのでは。どの辺まで話し合っているのか、私たちに見えま

せんので、もし話し合っているのであれば、どういう形で話し合って

いるのか、お願いしたいと思います。

〇議長（川山光則君） 鈴木教育長。

〇教育長（鈴木信也君） ただいまの質問にお答えいたします。

先ほど町長がお話ししたように、やはり教育環境のことについてい

ろいろ考えております。それで、先般１２月の議会で一般質問に答弁

したと思うのですけれども、中里地域の小学校、そういうところに関

してのアンケート調査は行ったところであります。それに合わせて、

小学校だけではなくて、将来的なことを考えてこども園までもアンケ

ート調査を行っております。

それに関しての報告はいたしたと思うのですけれども、それを基に

私のほうでは、やっぱり早急にそういう計画を行う予定であるという

ことで、今進めております。もちろんそれを進めるに当たりましては、

保護者、地域の住民、それから議員の皆様方、その辺のお考えを借り

ながら進めていく必要があると思いますので、それにつきましてはま

た具体的な計画等ができた段階でお知らせをいたしまして、お力を借

りたいと思います。遠い話ではないと思いますけれども、まずその辺

のところで具体的なものができておりませんので、ここで軽率に答弁

いたしてもいかがなものかと思いますので、議員おっしゃるとおり、
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その辺のことは教育委員会といたしましても十分考えて、早急に対応

したいと思っております。

〇議長（川山光則君） よろしいですか、荒関議員。

ほかに質疑ありませんか。

野上憲幸議員。

〇１２番（野上憲幸君） 今日総括ということで、何点か、広角な中身にもな

りますけれども、ちょっと確認を入れながら質問したいと思います。

まず、町がいわゆる１０か年の長期計画を組むと、総合計画を組ん

でいると。それが３年ごとに見直ししていくと、これ当然なのです。

むしろそれをやらなかったゆえに、どこまでも最初の計画を引きずっ

て、皆さんやっぱりそこで迷っているような状況も出てくるわけです。

町長の今回の答弁にもありましたように、当然その時点で考えればい

いのです。財源も１０年後をいわゆる見通した形の財源措置もできる

わけでもないのだし、とすれば当然二、三年なった後には、何回か見

直ししながら、財政の許す限りの中身でやればいいのです。国の制度

自体もまたおかしいと思います。何で今のように、１０か年の計画な

んてできるわけでもないのです。いわゆる人口減少にしても、我々１

０年見越した形のものは、まだまだ余力があったのが、今４５年には

もう４，０００人相応になるのだと、それが実態ですので、それはこ

れからも適切な中身で実施していただきたいと思います。その点につ

いては、今の町長の政策に私としては賛成するものでもあります。

それと、これは特別会計にもわたるのですけれども、いわゆる歳入

の中身が、現町長就任されてから過年度分の未収金が確かに減ってい

ます。それは、当然欠損処分しながら、適正な欠損処分したというこ

とでの結果だと思いますけれども、それが結局収納率が上がったと思

えば間違っているのです。現年度分のものに対しては、そこそこです。

ただ、過年度分の回収、これが今の状態でいけば、そのままの中身が

年数とともに全部欠損になってしまうのです。もっともっといわゆる

過年度分の徴収率を上げなければ、本来の意味をなさないと思います。

当然これは、現年度分の徴収の努力も必要ですけれども、その中身は

１点、それはお願いしておきます。

それと、特別会計のほうに入りますけれども、水道事業を見ながら

感じたのですけれども、給水計画がずっと前からの１万４，５００人
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とか、そこそこの中身で今推移しているわけです。それが実際の給水

人口は、大体９，５００人ぐらいまで減っているわけです。ただ、施

設そのものがそのぐらいの給水能力があるからといって、そういう特

別会計の意味をなさないような会計処理をしているのではないかと。

いわゆる特別企業会計の中身でいけば、その都度、その都度で端的に

見られるような会計処理をやっぱりするべきではないですか。確かに

黒字にはなっていますけれども、黒字といっても県内で一番高い水道

料払っているわけです。なおかつ町の繰入金も減っているわけでもな

いのだし、それを黒字として解釈していいものか。その方法と、それ

からこれを維持するにはほとんど無理だと思うのです。とすれば、昨

今問題にもなっているように、津軽広域の中身に加入をする、そうい

う方向づけをどういう考え方として今持っているのかです。当然市浦

まで行っているわけでありますので、小泊まで行っても何ら不思議で

もない。

そしてまた、小泊ダムも多目的ダムとしての中身で今確かに造られ

てありますけれども、毎年水が少ない、やっぱり水道の給水が危ぶま

れるような状況下にあるわけです。そういうことを考えれば、これか

らどうすればいいのかと、そういう中身もちょっと聞いておきたいと

思います。

それと、国民健康保険、今年の決算状況を見ても、確かに７，００

０万以上の中身で、また基金への繰入れ、それが今総額として６億３，

０００万、４，０００万の中身として入っているわけです。その基金

の中身が、どのぐらいの額が適正額なのかと。当然そこで３億余の中

身が、恐らくは何らかの形で調整できるのかなと思うのです。とすれ

ば、やっぱり税率改定の中身も当然行わなければならないし、とすれ

ばどういう形で、いわゆる比率の構成を考えているのか。そこら辺も

町としては、当然これはある程度答えが出れば、町が国民健康保険運

営協議会のほうにかけるのでしょうけれども、そういう見通しのつけ

方もまた聞いておきたいと思います。

そこら辺、いわゆるある特別会計にしても、全部の中身が確かに黒

字ではありますけれども、それは黒字ということではなくて、足りな

い分を町が繰り出しして持っていっているだけのものでありますの

で、本来の特別会計の中身にすれば、もうちょっとどこかの中身で頑
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張れるものがあるのではないかと。ただ単なる報告でいいのかという

ことです。そこら辺、これもまた返答を聞きながらも、幾らかまた次

のほうに入らせてもらいます。

〇議長（川山光則君） 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 野上議員より、たくさんの宿題を頂戴したわけであり

ますが、答えられる限りでお答えを差し上げたいと思います。

まず、税金等の収入未済の部分、不納欠損の部分なのですが、現年

度の徴収率が上がっているということにご評価をいただいたことは、

ありがたく思っておりますし、うれしく思っております。

ただ、ご指摘のとおり過年度分の部分について、いかに未収分を回

収していくのかということで、今までも努力をしてきておりますし、

今実は町の職員を１人滞納整理機構に派遣しておりまして、いわゆる

未収分の解決の方法として今まで町が持っている知見以外の知見を得

るために、実は滞納整理機構のほうに１人職員を派遣しているわけで

あります。本人も機構のほうで、様々な知見なりノウハウを学んでき

た上で、町の徴収率向上に役立てたいという意欲を持っていっていま

すので、帰ってきた後の頑張りに期待をしたいと。いずれにしても、

税金でもって我々の町の行政って成り立っているわけでありますの

で、そこはできる限り公平に負担していただくよう努めてまいりたい

と思っております。

それから、これまた２点目、非常に難しい課題なのでありますが、

水道事業の件であります。今、現実に黒字が出ているということに安

穏としているわけではないということを、まず申し上げておきたいと

思います。私自身は、先日来というか昨年、一昨年あたりから、町民

の皆さんと懇談会を開きながら、人口減少に関して意見を交わしてき

たわけでありますが、場所によっては人口減って何困るのだっけとい

う直接的な問いをいただく場面があります。私は、その際いつも説明

させていただいているのは、今の人口が半分になったとすれば、水道

料金が倍になってもおかしくないのだと、単純にいけばです。それが

一番の人口減少の課題なのだということが、先ほど野上議員のほうか

ら指摘のあった、給水人口１万４，０００人のままでずっと来ている

というのがおかしいのではないかというところにも関連してくるわけ

であります。
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今町とすれば、広域の水道事業への加入、これ県のほうからもお誘

いを受けているわけでありますが、今議論を始めております。できれ

ば、そういう形で小泊地区の水源の問題も解決できればなと思ってい

るところであります。いずれにしても、水道事業に関しましては、公

会計を導入することによって、またしっかりとしたプラス・マイナス

の部分が見えてくるのかと思いますので、そこら辺見ながら、また新

たな水道事業の計画をつくっていきたいというふうに思っておりま

す。

３番目の国保会計についてでございますが、国民健康保険につきま

しては、国保運営協議会のほうにいつも諮りながら国保税等を決めて

いただいているわけでありますが、いつも悩むのがどのくらいに設定

して、赤字も出さずに、黒字も多くしないでというところに悩んでい

るわけでありますが、結果的に億を超えるくらいの黒と申しますか、

使わなかった分が毎年積み上がっていくわけであります。コロナ禍に

おいて、積み上がってきた基金を使いながら、町民の方々に国保税の

負担を軽減していただくように、一律１万円減というふうな形の施策

も取らせていただいたわけでありますが、ここは永遠の課題というと

なんなわけでありますが、入りと出の調整というのが、いかんせん医

療費そのものも、医療給付のほう、これが変数になってくるわけであ

りまして、収入もまた変数でありますし、出るほうも変数であると。

この変数同士をうまくバランスさせないと、残る金についても調整で

きないわけであります。そこは、いろんな知恵を絞りながら、何とか

町民の皆様に過度なご負担をいただかなくても済むような形で考えて

いきたいなと思っております。

以上であります。

〇議長（川山光則君） 野上議員。

〇１２番（野上憲幸君） 水道については、町長の基本的な考えを聞きました

ので、恐らくこれからそういう材料をベースにして考えていくのかな

という具合に思っておりますし、また当然今基金が多いから、いわゆ

る給付金の変動がある中身での、どこら辺のガイドラインを引けばい

いのかというのもあるかもしれませんけれども、ただ、今の中身では

ちょっと基金のほうが多過ぎるのではなかろうかと。コロナ禍の中身

で、案外運営のほうは楽であったかもしれませんけれども、一発イン
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フルエンザが出れば５，０００万、６，０００万ぶっ飛ぶのが、そう

いう制度でありますし、それは分かるのですけれども、それとは別に、

いわゆる平成３０年からの県が協議会を設置した中身での運営形態に

変わってからは、そもそも県自体も基金を持てることでもありますし、

そこら辺はまだまだ考える余地があるのではないかと思います。

それと同時に、そこで税率改定等になった場合、やっぱり今我々、

子育て支援を重点的に町が進めているのだと。とすれば、やっぱり一

番課税対象になるのは、いわゆる中間所得層の人たちなのです。とす

れば、子育てに目いっぱい金がかかっている人たちに、どういう具合

にすれば軽減措置を取れるかとすれば、税率改定の中身でもできるわ

けですので、そこら辺も含めて、これから町としては協議しながら、

国民健康保険運営協議会のほうに諮問していただければなと思いま

す。

そういうことで、取りあえず以上です。

〇議長（川山光則君） ほかにありませんか。

鈴木議員。

〇１番（鈴木長一郎君） 私から、３点ほどお願いいたします。

まず私、再三にわたって総務課長のほうに、田茂木地区のコミュニ

ティセンターのことなのですけれども、今年気温が高くて自治会長が

エアコンが壊れて会場を使えないということで、ぜひ取り替えてほし

いという要望を出しているのですけれども、一向に工事が前に進んで

いないということで、この先そういう計画があるのか、やってもらえ

るのか。この間も堤防の草刈りで自治会長に会いましたら、何とか私

のほうからもお願いしてやってほしいと、そういう要望でしたので、

ひとつ考えてもらえないかということです。

そして２点、再三新聞等でもにぎわっていますけれども、高齢者の

独り暮らしの孤独死が最近目立つようになってきていました。それで、

我が町では独り暮らし高齢者の巡回等とか増やして、これからそうい

う人のところを重点的に回ってみるとか、そういう予定があるのか、

その点ちょっとお聞きしたいと思います。

それと、最後なのですけれども、洋上風力についてなのですけれど

も、昨日秋本衆議院議員が逮捕されたと、そういう報道がありました。

そしてまた、今日、朝の新聞では、我が町の町長のコメントもありま



- 40 -

した。それで、私のところにある町民から電話がありまして、このこ

とについて我が町、町民のみんなに対して、町長のほうから、コメン

トがあるのかどうか、ちょっと聞いてほしいということで電話いただ

いたので、そのこともひとつよろしくお願いいたします。

〇議長（川山光則君） 下山総務課長。

〇総務課長（下山貴子君） 鈴木議員の田茂木防災センターのエアコンの設置

の件について、私のほうからお答えしたいと思います。

議員から、なおかつ地区の町内会の方から、エアコンの設置につい

ての要望はいただいております。ただ、この建物自体がかなり老朽化

しておりますのと、あと面積１００畳ほどの畳の部屋があるという広

い建物であります。新しいエアコンを入れるに当たり、この老朽化し

た建物でエアコンが十分に機能が発揮できるのか、あとは施設の利用

状況等、この辺を検討してまいりたいと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。

〇議長（川山光則君） 阿部福祉課長。

〇福祉課長（阿部弘喜君） ただいまの質問についてお答えいたします。

見守りについてでありますけれども、地域見守り活動推進事業を社

協さんのほうにお願いしておりまして、令和４年度の実績としまして

は、中里地区２０８名、小泊地区８８名の実人数２９６人の方を、独

り暮らしも含めて見守り事業を行っております。

また、地域見守り隊という協定を結んでおりまして、平成２５年、

２６年に協定を結んで、中里、市浦郵便局や生協、コープあおもりさ

ん等々で協定を結んで、日常の異変があれば、すぐ報告してもらうよ

うに協定を結んで取り組んでおります。

〇議長（川山光則君） 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 私のほうからは、洋上風力の今の新聞報道等に出てい

る日本風力開発株式会社と国会議員のほうの関係についてと、町の事

業について町民に説明がないのかというお話についてお答えをしたい

と思います。

我が町と日本風力開発との関係で申しますと、小泊漁港区域におけ

る洋上風力発電の事業のパートナーであるという関係であるというこ

とを、議会の皆様にまずご説明をさせていただきたいと思います。そ

の上で、今回の件、これは一般海域における再生可能エネルギーの関
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係の法律に基づいて行われている事業に関して、国会議員の質問を要

請したのではないかと。それに対する見返りで、何がしかのものがあ

ったのではないかという捜査の議論でありまして、直接我が町と秋本

議員の質問の関係があるのかというと、全くないというのが私の受け

止めであります。したがって、今回の国会議員の秋本議員の件につい

て、私から町民の皆様に何かの説明をする必要があるかというと、な

いのではないかなというのが私の考えであります。

その上で、今関係があると申し上げました小泊漁港における風力発

電事業に関しましては、町のパートナーであります日本風力開発、贈

賄側というのですか、贈賄側と言われている会社が、我々と事業のパ

ートナーになっているわけでありまして、この件に関して言えば、事

業のパートナーである日本風力開発株式会社が今後、今回の件を受け

て、どのような判断をされるのか。９月１日で社長は交代したようで

ありますが、この事業に関しては、我が町の事業のみならず、日本全

国はたまた海外のほうでも事業を持っているようでありまして、それ

らのものについて、会社としてどう整理されるのかというところがま

ず一義的にあるのではないかなと。その上で、会社側から小泊漁港で

の風力発電事業の案件に関して、また改めて一緒にやろうと、ＳＰＣ

をつくってやろうという話があれば、その段階で議員各位ともご相談

をしながら、町として意思決定をしていかなければいけないのだろう

なと考えております。その過程において、適宜適切に議会及び町民の

皆様方には説明をしてまいりたいなと思っております。今申し上げら

れるのは、今回の件と小泊漁港の風力発電の件については、直接的な

関係はないというふうなことであります。

以上であります。

〇議長（川山光則君） 鈴木議員、よろしいですか。

〇１番（鈴木長一郎君） 下山課長、よく分かりました。私は分かるのですけ

れども、やっぱり部落のトップになっている自治会長がまず把握して

いないようでございますので、課長のほうからその旨をしっかり伝え

てもらえれば、本人の誤解も解けると思いますので、ひとつよろしく

お願いしたいと思います。

そして、孤独死のほうは分かりました。巡回を強化してもらえばあ

りがたいと思います。
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そして最後、濱舘町長、ありがとうございました。私、別に誤解し

ているわけでもないし、我が町にとっては洋上風力は、これはもうや

っていかなければいけない、そして皆進めていることですので、誤解

のないようにこれからも工事を進めていただければ大変ありがたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（川山光則君） ほかにありませんか。

沖崎議員。

〇１１番（沖崎 勲君） 私からは、今回決算ということで見た結果、大変適

正に使われているなと思っております。ただ、中で私、スポーツ関係

なのですけれども、この間の日曜日、県民駅伝が行われました。結果

は大したことないのですけれども、あの暑い中、昨日田中議員からも

ありましたように、日射病とかそういうものでないと、もう命令形で

頑張ってもらったと。練習そのものが、大会当日はまあまあの暑さな

のですけれども、練習する小学生あたりはかわいそうであったという

のが私が見る範囲であります。

それと、お願いしたいのは、やっぱりおもてなしというか、反省会

とか、いろんな面で来年も出るし、出なければまたいろんな意味で県

から予算削られては困るなと、そういうことはあり得ないですけれど

も、教育長の賛同いただきまして、何人かで反省会をやった話の中で、

今回中泊が出るに当たり、北海道から、地元出身なのですけれども、

北海道の大学、あとはまた関東から大学生、２人を、旅費を払ったの

かな、後で小言を言っていました。旅費ばかりでなく、もう少し支給

してもいいのではと、そういう話を聞きましたので、財政課長、その

点も少し後で詳しく聞いて、でなければ来年出場はできません、はっ

きり言って。私も結構無理かけて、今回参加しました。そのむねはプ

ライベートなのですけれども、教育長も大分覚えているはずなのです。

課長もいたし、いろんな話ししました。

ただ、これは町自体が皆を呼んで、来年の頑張りを込めて反省会と

いうか、おもてなしをして、町が主催して、みんなの意見を聞きなが

ら、来年頑張るべしということになってほしいなと。ただ、一番みん

な言う財政難ですが、財政はいつも余るとか多いとかはないから、何

か思い切って、幾らかの金額なのだから、その点はひとつお願いして、

議会で言うことでないかもしれないけれども、ひとつその点、担当課。
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〇議長（川山光則君） 田中教育課長。

〇教育課長（田中綾人君） ただいまの質問にお答えいたします。

昨年の９月、県民駅伝に際して、県外の選手に対して、旅費を支給

したほうがいいのではないかと、そういった意見を頂戴しまして、今

年の県民駅伝に関しましては、招聘した２選手に対して、従来よりも

増額した旅費のほうは手当はしたところでございます。そのほかに、

反省会、そういった点で配慮というか、そういったことでございます

けれども、私たちだけで決めるというよりは、これは実行委員会で話

し合った中で、できれば予算があった上でということですけれども、

そういった中で、どのような方法がいいのか、反省会も含めて、こち

らは検討してまいりたいというふうに考えております。

以上でございます。

〇議長（川山光則君） よろしいですか。

鈴木教育長。

〇教育長（鈴木信也君） 沖崎議員のご質問にお答えします。

去年の９月でした。議員ご指摘のとおり、やっぱり町の代表なので、

それ相応のおもてなしをしなければいけないということで、早速予算

面でも増額していただいて、大学生２人、埼玉と北海道から来ていた

だきました。小中学生も頑張っていました。ただ、熱中症でなかなか

練習できなかったのですけれども、それを行っているボランティアの

コーチ、非常にみんなが力を合わせて県民駅伝を行った次第でありま

す。

その中で、議員１８位が何とかと言っていましたけれども、今回１

６位です。去年は１４位、去年は周回コースでした。その前２回コロ

ナでたしか中止で、その前が１８位、順位だけでいくと上がっている

のです。過去ずっと調べたときに、周回コース、コースは変更になっ

ていますけれども、我が中泊町は１４位が最高だと思います。単に順

番を上げるだけではなくて、その取組とか、沖崎議員を筆頭に陸上協

会とか、いろんな協会ありますけれども、頑張っているのは分かって

おりまして、だからといって財政が無尽蔵にあるわけではないのです

けれども、私が言いたいのは、今県民大会もそうなのですけれども、

町内のスポーツ、それから文化、全部を見直している最中です。今ま

でのとおり、バブルの時代から、建物もそうなのですけれども、やっ
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ても集まらないところもある。時代に即していないのではないか。で

は、時代に即して、少ないなら少ないなりに、そしてなおかつ盛り上

げる町民のスポーツまたは文化の祭典、そういうものはどういう在り

方が必要かと。お金をかけるところは、町長部局とも相談しながらか

けていかなければいけないし、それからなくすことも必要だと思うの

です。昔よかったから、これからもいいというわけでもないし、その

辺はこれからつくらなければいけないものもあるだろうし、そういう

見直しを図ってやらなければいけない、そういう時代に差しかかって

いるのではないかなと、沖崎議員の話を聞いて思いました。

ただ、根底にあるのは、今日この議会の前に武田小学校の交通パレ

ード、田中議員も塚本議員もいらっしゃいましたけれども、少ない人

数でやっておりました。町民の方々、武田を回っている中の、そんな

に何百人もいませんでしたけれども、各箇所で町民の方々が一生懸命

応援して、子供たちも楽しそうでした。基本的には、子供たちとか町

民が、我が町に住んでよかったとか、そういう観点の行事をやってい

かなければいけないと、そういうふうに考えています。直接的な答弁

になっていませんけれども、気持ち的にはそういうことで、これから

も頑張るつもりでございます。

以上でございます。

〇議長（川山光則君） 沖崎議員。

〇１１番（沖崎 勲君） 重々分かりながら、お互いに話をするわけなのです

けれども、いま一つ、中身的にはきりがないだけ、お互いに案ずる気

持ちはある、町もあるし、選手もそうなのですけれども、教育長、田

中課長、ひとつ力を入れてまた何とか。

それと一つは、来年度県民大会が、陸上が中泊を利用したいという

話が聞こえております。それについても、なかなか今の現状では、ま

たお金がかかると思うけれども、それでも対応して、ただ陸上競技の

ことを話せば、いろんな通る部分がありますので、最低限でうまくい

けるように応援していますので、ひとつよろしくお願いします。

〇議長（川山光則君） ほかにありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第５８号から議案第６４号までを一括して採決します。

本決算に対する委員長報告は認定するものであります。

お諮りします。本決算は委員長報告のとおり認定することにご異議

ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第５８号から議案第６４号については、委員長報

告のとおり認定するものと決定しました。

◎日程第９ 議案第６５号

〇議長（川山光則君） 日程第９、議案第６５号 中泊町半島振興対策実施地

域に係る固定資産税の特別措置に関する条例の一部改正についてを議

題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

三上税務会計課長。

〇税務会計課長（三上康栄君） 議案第６５号 中泊町半島振興対策実施地域

に係る固定資産税の特別措置に関する条例の一部改正についてご説明

申し上げます。

本改正条例は、半島振興法第１７条の一部改正に伴い、適用期限を

２年延長し、対象地域・地区から過疎地域に係る措置の対象地域を除

外するため、条例の一部を改正するものであります。

内容につきましては、条例新旧対照表でご説明いたしますので、新

旧対照表の１ページを御覧願います。

第１条において、「の第２欄」を削り、「製造の事業、農林水産物等

販売業、旅館業（下宿営業を除く。）及び情報サービス業等」を「法

第１７条に掲げる事業」に改め、「設備を」を「設備（同法第１２条

第４項の表の第１号の上欄又は第４５条第３項の表の第１号の上欄に

掲げる地区内において営む当該事業の用に供する施設又は設備を除

く。次条において「対象施設等」という。）を」に改め、第２条中「令

和５年３月３１日」を「令和７年３月３１日」に、「租税特別措置法

第１２条第４項の表を第２号又は第４５条第３項の表の第２号の規定
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の適用を受ける」を「対象施設等である」に改め、「（前条に規定する

事業の用に供するものに限る。）」を削るものであります。

本条例改正は公布の日から施行し、令和５年４月１日から適用する

と規定しております。

以上で議案第６５号 中泊町半島振興対策実施地域に係る固定資産

税の特別措置に関する条例の一部改正について、ご説明いたしました。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第６５号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第６５号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１０ 議案第６６号

〇議長（川山光則君） 日程第１０、議案第６６号 中泊町印鑑の登録及び証

明に関する条例の一部改正についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

宮越町民課長。

〇町民課長（宮越裕子君） 議案第６６号 中泊町印鑑の登録及び証明に関す

る条例の一部改正についてご説明申し上げます。

提案議案書つづりの２１ページを御覧願います。

この条例の改正は、「電子署名等に係る地方公共団体情報システム

機構の認証業務に関する法律」の改正に伴い、中泊町印鑑の登録及び

証明に関する条例の一部を改正するものです。

条例の改正内容につきましては、条例等新旧対照表によりご説明い

たします。
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恐れ入りますが、新旧対照表の３ページを御覧願います。

移動端末設備を利用した多機能端末機による印鑑登録証明の交付を

可能とするものであります。多機能端末機（コンビニ交付の際使用の

端末）による印鑑登録証明書の交付申請について、移動端末設備（ス

マートフォン）に記録した利用者証明用電子証明書を利用する方法を

新たに追加するものです。

本条例は、公布の日から施行いたします。

以上、議案第６６号 中泊町印鑑の登録及び証明に関する条例の一

部改正についてご説明申し上げました。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第６６号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第６６号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１１ 議案第６７号

〇議長（川山光則君） 日程第１１、議案第６７号 令和５年度中泊町一般会

計補正予算第４号についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

三上財政課長。

〇財政課長（三上晃瑠君） 議案第６７号 令和５年度中泊町一般会計補正予

算第４号についてご説明申し上げます。

今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

５億２，９５７万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ７９億５，５３３万円とするものでございます。
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歳入歳出予算の補正について、歳入歳出補正予算事項別明細書によ

り、主なものについてご説明申し上げます。

最初に、歳出についてご説明いたします。９ページを御覧願います。

３、歳出。第２款総務費、第１項総務管理費、第６目企画費、１０ペ

ージを御覧願います。１０節需用費に総合福祉健康センター運営に係

る燃料費４７０万５，０００円、電気料２，２０９万２，０００円、

水道料８６万６，０００円を、１２節委託料に総合福祉健康センター

管理事務業務１，１００万５，０００円を、１４節工事請負費に物価

高騰及び追加工事に伴う増額分として、総合福祉健康センター建設工

事１億１，２７３万円、総合福祉健康センター外構工事１，７２９万

円を計上しております。

青森県と連携して取組を進めている健やか住宅リフォーム工事につ

いて、県による工事費の積算が確定したことから、１，２３４万２，

０００円を計上しております。

１１ページを御覧願います。第１２目電算事務対策費、１２節委託

料にソフトウェア保守業務委託料２９８万７，０００円を、第１４目

財政調整基金費、２４節積立金に２億８，７３２万７，０００円を、

第２項徴税費、第１目税務総務費、１２節委託料に個人住民税システ

ム改修費５０７万６，０００円を、第３項戸籍住民基本台帳費、第１

目戸籍住民基本台帳費、１３節使用料及び賃借料に戸籍クラウドサー

ビス利用料として２４６万４，０００円を計上しております。

第３款民生費、第１項社会福祉費、第５目福祉センター費、１２ペ

ージを御覧願います。１４節工事請負費に高齢者生活福祉センターボ

イラー取替工事費１，５４０万円を計上しております。

第４款衛生費、第１項保健衛生費、１３ページを御覧願います。第

８目緊急対策費、２２節償還金、利子及び割引料に新型コロナウイル

スワクチン接種に係る国庫支出金過年度分返還金として５２１万３，

０００円を計上しております。

１４ページを御覧願います。第８款土木費、第２項道路橋梁費、第

１目道路維持費、１４節工事請負費に町道補修工事増額分４００万円

を、１５ページを御覧願います。第９款消防費、第１項消防費、第３

目消防施設費、１４節工事請負費に消火栓改修工事費２８０万３，０

００円を計上しております。
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１６ページを御覧願います。第１０款教育費、第６項保健体育費、

第２目学校給食センター費、１３節使用料及び賃借料、冷凍庫リース

及び厨芥処理システムリース、合計８４万５，０００円を減額し、１

７節備品購入費に厨芥処理システム５１７万円、冷凍庫５９万２，０

００円を計上しております。

次に、歳入の主なものについてご説明いたします。７ページにお戻

り願います。２、歳入。第１０款地方交付税、第１項地方交付税、第

１目地方交付税に２億１，０５０万６，０００円を計上しております。

普通交付税交付額の確定によるものであり、今年度の地方交付税交付

額は、令和４年度比５，４００万２，０００円減の３７億９，０５０

万６，０００円であります。

第１３款使用料及び手数料、第１項使用料、第１目総務使用料、１

節総務管理使用料に総合福祉健康センター使用料１８０万円、入館料

３４８万５，０００円、合計５２８万５，０００円を計上しておりま

す。

第１４款国庫支出金、第２項国庫補助金、第４目土木費補助金、２

節住宅費補助金に空家対策総合支援事業補助金として５００万円を計

上しております。

８ページを御覧ください。第１９款繰越金、第１項繰越金、第１目

繰越金に前年度繰越金として１億７，５６４万７，０００円を計上し

ております。繰越額の確定によるものでございます。

第２１款町債、第１項町債、第１目総務債、２節、総合福祉健康セ

ンター建設事業債に１億３，０００万円を増額しております。その他、

歳出の関連において、国庫支出金及び県支出金等にそれぞれ所要額を

計上しております。

続きまして、継続費補正、債務負担行為補正及び地方債補正につい

てご説明いたします。５ページを御覧願います。第２表継続費補正、

１、変更では、令和３年度から令和５年度まで設定した総合福祉健康

センター建設事業について、１億３，００２万円増の総額２３億６，

７２０万６，０００円に変更し、年度割についても令和５年度を５億

２，３７７万７，０００円に変更しております。

第３表債務負担行為補正、１、変更では、令和３年度から令和５年

度まで設定した、小説「津軽」の像記念館管理運営業務（指定管理者
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制度）について、総額９８５万５，０００円に変更しております。

第４表地方債補正、１、変更では、総合福祉健康センター建設事業

において、事業の追加等により限度額を５億２，０００万円に変更し

ております。

以上、令和５年度中泊町一般会計補正予算第４号についてご説明申

し上げました。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

野上議員。

〇１２番（野上憲幸君） 民生費の中で、今の高齢者福祉センター、これボイ

ラーの取替え等が今入っているわけですけれども、もう当然今の新し

い福祉センターができれば、事業の中身も違ってはくると思いますけ

れども、社会福祉協議会がそういう事業の一環として、あるいは必要

だと思って、当然直していく、改修しながらいくわけですけれども、

果たしてどこら辺までこの施設を維持するのかなです。建物も大分老

朽化しておりますし、本来これからは協議会そのものの存続まで今度

考えざるを得ないような状況下にあるわけですので、そういう中身の

点でも、どこかの頭の一抹に入っているのかどうか、そこら辺確認し

てみたいと思います。

〇議長（川山光則君） 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 申し訳ございません。これ小泊のほうの福祉センター

のやつでございまして、中里のやつはもう今手つける予定は全くあり

ませんので、小泊のほうも、福祉センターのほうのボイラー２基で動

かしてあったのですけれども、１基故障して、何かあったとき全然対

応できなくなっているので、この際両方取り替えてしまって、小泊の

皆さんには安心して風呂に入ってもらおうということでありますの

で、よろしくお願いします。

〇議長（川山光則君） ほかにありませんか。

６番、荒関議員。

〇６番（荒関富雄君） １６ページの教育費で、物件貸借料が今度、資産備品

に置き換えられたと言えばなんですけれども、これは何年ぐらいの融

資を予定してやって、恐らく不落が何かでこういうふうになったとは

思うのですけれども、そこら辺の内容等の説明をお願いいたします。
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〇議長（川山光則君） 田中教育課長。

〇教育課長（田中綾人君） ただいまの質問にお答えいたします。

冷凍庫、それから厨芥処理システム、この２つを入札に付したわけ

ですけれども、残念ながら入札不調ということで、再入札を検討した

のですけれども、そもそも指名業者でリース会社があとなかなか指名

できないということ、それから物品の購入が主なものになりますので、

仕様の変更もなかなか難しいということでして、それであればという

ことで、物品の購入のほうに計上したものでありますけれども、それ

に当たってリースにするメリット、物品購入にするメリット、それを

検討しまして、そもそもこのシステム自体なかなか壊れないというか、

修繕実績があまりなかったものでございますので、物品購入でもそん

な遜色ないということから、物品購入のほうに補正をさせていただい

たものでございます。

以上でございます。

〇議長（川山光則君） よろしいでしょうか。

ほかにありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第６７号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第６７号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１２ 議案第６８号

〇議長（川山光則君） 日程第１２、議案第６８号 令和５年度中泊町国民健

康保険特別会計補正予算第１号についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

宮越町民課長。
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〇町民課長（宮越裕子君） 議案第６８号 令和５年度中泊町国民健康保険特

別会計補正予算第１号についてご説明いたします。

事業勘定の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出そ

れぞれ２，９９４万３，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ１５億８，４３０万１，０００円とするものでありま

す。

診療施設勘定の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳

出それぞれ２０６万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ１億５，０４３万９，０００円とするものであります。

歳入歳出予算について、歳入歳出補正予算事項別明細書により、事

業勘定の歳出からご説明いたします。６ページを御覧願います。３、

歳出。第１款総務費、第２項徴税費、第１目賦課徴収費に、国民健康

保険税の通知書へのＱＲコード印字に係る印刷製本費として３０万円

計上しております。

第７款基金積立金、第１項基金積立金、第１目財政調整基金積立金

に、財政調整基金への積立金として２，２８３万２，０００円を計上

しております。

第９款諸支出金、第１項償還金及び還付加算金、第５目保険給付費

等交付金償還金に前年度普通交付金返還金として６５０万１，０００

円を計上し、第６目償還金に前年度特別交付金返還金として３１万円

を計上しております。

次に、歳入についてご説明いたします。５ページにお戻り願います。

２、歳入。第３款国庫支出金、第１項国庫補助金、第３目出産育児一

時金臨時補助金に、出産育児一時金臨時補助金として２万円を計上し

ております。

第７款繰越金、第１項繰越金、第１目繰越金に、前年度繰越金とし

て２，８２８万１，０００円を計上しております。

第８款諸収入、第３項雑入、第５目雑入に、青森県国民健康保険団

体連合会から普通交付金返還金として１６４万２，０００円を計上し

ております。

以上で、事業勘定の説明を終わります。

続いて、診療施設勘定について、歳出からご説明いたします。９ペ

ージを御覧願います。３、歳出。第１款総務費、第１項医療施設管理
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費、第１目一般管理費において、１節報酬から１７節備品購入費まで

合計で１０２万５，０００円を計上しております。

第２款医業費、第１項医科用医業費、第１目機械器具費で、１３節

使用料及び賃借料に在宅酸素治療法器具借上料として２１万８，００

０円、１７節備品購入費に高圧蒸気滅菌器及び多項目自動血球計数装

置の購入費として、合計８２万４，０００円を計上しております。

次に、歳入であります。恐れ入りますが、８ページにお戻り願いま

す。２、歳入。第１款診療収入、第１項医科外来収入において、第１

目国民健康保険診療報酬収入から、第３目後期高齢者医療診療報酬収

入まで精査の上、合計で３７０万３，０００円を減額しております。

第５款諸収入、第２項受託事業収入、第２目予防接種代金に新型コ

ロナワクチン接種代金５７７万１，０００円を計上しております。

以上で議案第６８号 令和５年度中泊町国民健康保険特別会計補正

予算第１号についてご説明申し上げました。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第６８号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第６８号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１３ 議案第６９号

〇議長（川山光則君） 日程第１３、議案第６９号 令和５年度中泊町介護保

険事業特別会計補正予算第２号についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

阿部福祉課長。
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〇福祉課長（阿部弘喜君） 議案第６９号 令和５年度中泊町介護保険事業特

別会計補正予算第２号についてご説明申し上げます。

今回の補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

３，１３２万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ１８億３，９９４万３，０００円とするものであります。

歳入歳出予算補正について、歳入歳出補正予算事項別明細書により、

主なものについてご説明申し上げます。

最初に、歳出についてご説明いたします。７ページを御覧願います。

３、歳出。第１款総務費、第１項総務管理費、第１目一般管理費、１

２節委託料に、令和６年４月制度改正対応のシステム改修業務委託料

３３万円を計上し、第３項介護認定審査会費、第２目認定審査会共同

設置負担金、１８節負担金、補助及び交付金に西北五広域連合負担金

差額分１１万円を減額しております。

失礼いたしました。先ほど申し上げましたページ数、７ページでは

なく５ページに訂正いたします。おわびいたします。大変申し訳ござ

いませんでした。

第４款基金積立金、第１項基金積立金、第１目介護給付費準備基金

積立金、２４節積立金に、介護給付費準備基金積立金２，１４６万円

を計上しております。

第６款諸支出金、第１項還付金及び還付加算金、第２目償還金、２

２節償還金、利子及び割引料に、令和４年度国庫支出金の確定に伴う

返還金９６４万１，０００円を計上しております。

次に、歳入の主なものについてご説明いたします。お戻りいただい

て、４ページを御覧願います。２、歳入。歳入は歳出との関連におい

て、第４款支払基金交付金、第１項支払基金交付金、第２目地域支援

事業支援交付金に、過年度分交付金３４４万３，０００円を計上し、

第７款繰入金、第１項一般会計繰入金、第２目その他一般会計繰入金、

３節介護認定審査会費繰入金２１万３，０００円を減額し、第８款繰

越金、第１項繰越金、第１目繰越金に、前年度繰越金２，７９８万８，

０００円を計上しております。令和４年度からの繰越額の確定による

ものであります。

第９款諸収入、第２項雑入、第３目雑入に、つがる西北五広域連合

過年度負担金精算返戻金１０万３，０００円を計上しております。
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以上、議案第６９号 令和５年度中泊町介護保険事業特別会計補正

予算第２号についてご説明申し上げました。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第６９号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第６９号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１４ 議案第７０号

〇議長（川山光則君） 日程第１４、議案第７０号 令和５年度中泊町水道事

業特別会計補正予算第２号についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

鈴木上下水道課長。

〇上下水道課長（鈴木輝文君） 議案第７０号 令和５年度中泊町水道事業特

別会計補正予算第２号についてご説明申し上げます。

収益的収入の既決予算額を３０２万８，０００円追加し、総額３億

３，８３９万５，０００円とし、収益的支出の既決予算額を２７９万

円追加し、総額３億６１０万５，０００円とするものです。

恐れ入りますが、２ページをお開き願います。補正予算実施計画説

明書によりご説明いたします。それでは、収益的支出についてご説明

いたします。第１款水道事業費用、第１項営業費用、第２目配水及び

給水費、１５節委託料に引込電線支障木伐採業務２６万７，０００円、

第３目受託工事費、１５節委託料に配水管一部移設の受託工事２３９

万８，０００円、第３項特別損失、第１目特別損失、１節特別損失に

過年度漏水軽減に伴う還付金１２万５，０００円を計上いたしており
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ます。

次に、収益的収入についてご説明いたします。第１款水道事業収益、

第１項営業収益、第１目受託工事収益、１節工事収入に受託工事に伴

う移設補償金２３９万８，０００円、第２項営業外収益、第２目他会

計補助金、１節他会計補助金に、一般会計補助金６３万円を計上いた

しております。

以上、議案第７０号 令和５年度中泊町水道事業特別会計補正予算

第２号についてご説明申し上げました。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

成田議員。

〇３番（成田直人君） ２ページの水道事業収益の工事収入の２３９万８，０

００円、この移設補償金という内容そのものはどういうふうなものか、

ちょっと知りたいのですが、よろしくお願いします。

〇議長（川山光則君） 鈴木上下水道課長。

〇上下水道課長（鈴木輝文君） 成田議員のご質問にお答えいたします。

東北農政局が実施予定であります芦野幹線用水路附帯施設改修工事

におきまして、町が管理します配水管の一部が工事の支障となること

から、仮の移設工事を行うものであります。工事は町が発注いたしま

して、要した費用について、移転補償として東北農政局のほうからい

ただくような内容となっております。

以上です。

〇議長（川山光則君） よろしいですか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第７０号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。
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したがって、議案第７０号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１５ 議案第７１号

〇議長（川山光則君） 日程第１５、議案第７１号 人権擁護委員候補者の推

薦について意見を求めるの件を議題にします。

本案について町長に説明を求めます。

濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 議案第７１号 人権擁護委員候補者の推薦について意

見を求めるの件についてご説明申し上げます。

現委員、山本弘氏の任期が令和５年１２月３１日をもって満了する

ことに伴い、後任の委員として同氏を再推薦するに当たり、議会の意

見を求めるものであります。

山本氏は、中里地域宮野沢在住で、平成２７年１月から人権擁護委

員として活動しており、委員として適任であると存じますので、何と

ぞよろしくお願いを申し上げます。

以上でございます。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第７１号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり同意することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第７１号は同意することに決定しました。

◎日程第１６ 議案第７２号

〇議長（川山光則君） 日程第１６、議案第７２号 西北五環境整備事務組合

を組織する地方公共団体の数の増加及び西北五環境整備事務組合規約
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の変更についてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

下山総務課長。

〇総務課長（下山貴子君） 議案第７２号 西北五環境整備事務組合を組織す

る地方公共団体の数の増加及び西北五環境整備事務組合規約の変更に

ついてご説明申し上げます。

提出議案書つづりの２４ページを御覧ください。今回の変更は、ご

み処理施設の設置に関する事務の構成団体に「鰺ヶ沢町」と「深浦町」

を追加することに伴った所要の規約変更について、議会の議決を求め

るものであります。

規約の変更内容については、条例等新旧対照表でご説明いたします

ので、条例等新旧対照表の４ページを御覧願います。第２条中「つが

る市・鶴田町及び中泊町」を「つがる市、鰺ヶ沢町、深浦町、鶴田町

及び中泊町」に改め、第３条中見出し「事務」を「組合の共同処理す

る事務」に改め、以下の表を追加し、共同処理する事務の内容を「ご

み処理」を「し尿処理」に分類し、同条中第１号から第５号を削って

おります。

５ページを御覧願います。第５条第２項中、議員定数を「８名」か

ら「１２人」に改め、第６条に「特別議決」を追加し、以下の条項を

繰り下げ、第７条第１項中、副管理者を「３名」から「５人」に改め

るなどの所要の改正を行っております。

以上で、議案第７２号 西北五環境整備事務組合を組織する地方公

共団体の数の増加及び西北五環境整備事務組合規約の変更についての

説明といたします。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

６番、荒関議員。

〇６番（荒関富雄君） これによって、ごみの焼却施設のほうには鰺ヶ沢さん

と深浦さんが新たに加わり、あとし尿処理のほうには加わっていない

と。この規約改正によって、何がどのように変わっていくのか、もう

少しかみ砕いてお知らせ願えればと思いますけれども。

〇議長（川山光則君） 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 副管理者でもあるものですから、私のほうからお答え
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をさせていただきます。

鰺ヶ沢、深浦につきましては、ごみもし尿処理も今までこの２町で

事務組合をつくってやってきたわけでありますが、今ごみ処理の施設

が大分老朽化してきていて、更新の時期が来ていると。私どものほう

の西部クリーンセンターについても、炉の修繕とかずっとやってきた

わけでありますが、今度大規模に作り変える時期が迫ってきていると。

両地域の更新の時期を合わせるような形で、ごみ処理については広域

でやっていこうということが組合のほうの協議の場で相整いまして、

それに向けてこういう規約の整備とかもやっていくということであり

ます。

ごみのほうの処理は、深浦、鰺ヶ沢も含めてやることになるので、

次に焼却施設の場所をどこにするかという議論が今後出てきて、令和

８年のあたりまでには結論を得るというふうなことになっていたかと

思います。また詳細については、議会のほうにもご説明をしたいと思

います。し尿処理については、今までどおりということで、変則的な

やり方になっております。

当町からご出席をいただいている議員についても、要するに深浦、

鰺ヶ沢が入る場面と入らない場面があるので、この規約そのものが非

常に複雑になっているということであります。

以上であります。

〇議長（川山光則君） よろしいですか。

ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第７２号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第７２号は原案のとおり可決されました。
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◎日程の追加

〇議長（川山光則君） お諮りします。

本日、町長から議案第７３号が提出され、お手元に配付しておりま

す。これを日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題にしたいと

思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第７３号を日程に追加し、追加日程第１として、

直ちに議題にすることに決定しました。

◎町長追加提案理由の説明

〇議長（川山光則君） 町長に提案理由の説明を求めます。

濱舘町長。

（町長 濱舘豊光君登壇）

〇町長（濱舘豊光君） 追加提案をさせていただきます議案についてご説明を

申し上げます。

議案第７３号は、工事請負契約の締結についてであります。中泊町

一般廃棄物最終処分場災害復旧工事について、条件付一般競争入札に

より工事請負契約を締結するに当たり、中泊町議会の議決に付すべき

契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、仮契

約を締結した上で、議会の議決を求めるものであります。

慎重ご審議の上、原案どおり御議決を賜りますようお願いを申し上

げます。

以上であります。

◎追加日程第１ 議案第７３号

〇議長（川山光則君） 追加日程第１、議案第７３号 工事請負契約の締結に

ついてを議題にします。

本案について担当課長に説明を求めます。

三上財政課長。

〇財政課長（三上晃瑠君） 議案第７３号 工事請負契約の締結についてご説

明申し上げます。
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追加提出議案書つづりの１ページを御覧ください。本議案は、９月

５日に仮契約を締結した工事請負契約について、中泊町議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に基

づき提案するものであります。

１、契約の目的は、中泊町一般廃棄物最終処分場災害復旧工事であ

ります。

２、契約の方法といたしましては、条件付一般競争入札により、令

和５年８月２日に告示して公募したところ、８者の応募があり、８月

３０日に入札を実施、９月５日に仮契約を締結しております。

３、契約金額は６，９３０万円。

４、契約の相手方は、中泊町大字芦野字福泊２３番地、株式会社竹

内組、代表者は代表取締役、竹内大介氏。

なお、工期は議会の議決を得た日から令和６年３月２０日までとし

ております。

以上、議案第７３号 工事請負契約についてご説明申し上げました。

〇議長（川山光則君） 説明が終わりましたので、これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

６番、荒関議員。

〇６番（荒関富雄君） これ当然災害復旧の工事でしょうけれども、どこをど

のように、工事内容、道路なのか、どの範囲をどういう契約なのか、

これでは理解できません。

〇議長（川山光則君） 藤本環境整備課長。

〇環境整備課長（藤本雅久君） 荒関議員の質問にお答えいたします。

場所は、尾別のごみの処分場へ行くところの道路で、そこが昨年度

の災害で崩れまして、そちらのほうの一番下の低いところに擁壁、ふ

とんかごという擁壁をやって、それの上に新しい土を持ってきてやっ

て、のり面保護をやるという工事内容で、同じくその中で崩れた配水

管等も一緒に復旧していく工事内容となっております。

〇議長（川山光則君） 荒関議員。

〇６番（荒関富雄君） あそこ大分ひどい災害でありまして、家庭から出るご

みも直接搬入できないような状況下に今あるわけですけれども、今の

発注した工事は、のり面は物すごく崩れています。元の石山に行くあ

の道路は、それなりに土を寄せて、林道は通れるような状況にあると
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思うのですけれども、これはのり面だけで道路は入っていないのか、

そこを聞きたいのです。

〇議長（川山光則君） 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 昨年の雨の災害で、尾別の最終処分場のいわゆる管理

用道路が崩落したわけであります。この道路の崩落についてどのよう

にいわゆる復旧するかというのは、前に議員各位にもご説明申し上げ

たところでありますが、様々案があったわけであります。様々案があ

った中で、今あった崩れた管理用道路、あれを復旧すると。そのため

に、今、課長から説明あったように、下のほうから盛土していって、

その上に道路を復旧させるという工事の発注をしたということであり

ます。新しい道路を造る、管理用道路を造るための工事であります。

以上であります。

〇議長（川山光則君） 荒関議員。

〇６番（荒関富雄君） ということであれば、これだけであそこのひどいよう

な状況が一発で解決するというわけではないということですよね。

〇議長（川山光則君） 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 大体議員ご心配いただいている雰囲気は分かるのです

けれども、要は今、議員ご指摘のとおり、一般の町民自体もあそこに

ごみを搬入できない、危ないので。役場に一旦集めて、役場から業者

の皆さんに運んでもらっている状況なのですが、それは道路がないか

ら、行くための道路がなかったためで、そういうふうにやっていたわ

けで、こっち側にある風力のための道路、あれの利用も考えたのです

が、要するに管理責任上、そこを通すわけにはいかないということで、

こちらのほうの崩れたところの復旧に、要するに町としては決定した

わけであります。よって、元に戻るということであります。仮設でも

何でもなくて、本物の管理用道路を造るということであります。

以上であります。

〇議長（川山光則君） 沖崎議員。

〇１１番（沖崎 勲君） 私地元として、今るるあったのですけれども、結果

的に町民がごみなげに行くと。時間かかる、大体の計画。

〇議長（川山光則君） 濱舘町長。

〇町長（濱舘豊光君） 年明けの雪解ける頃までにはできますと。先ほど課長

のほうから、工事の期限が３月２０日までという工期で発注したとい
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うことでありますので、それまでには町民の皆さんが普通にごみなげ

に行けるということであります。

以上であります。

〇議長（川山光則君） ほかにありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

これから討論を行います。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 討論なしと認め、これで討論を終わります。

議案第７３号を採決します。

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、議案第７３号は原案のとおり可決されました。

◎日程第１７ 次期議会の会期日程及び議会運営に関する

事項について

〇議長（川山光則君） 日程第１７、次期議会の会期日程及び議会運営に関す

る事項についてを議題にします。

お諮りします。次期議会の会期日程及び議会運営に関する事項につ

いては、閉会中の審査事項とし、議会運営委員会に付託したいと思い

ます。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（川山光則君） 異議なしと認めます。

したがって、次期議会の会期日程及び議会運営に関する事項につい

ては、閉会中の審査事項とし、議会運営委員会に付託することに決定

しました。

◎閉会の宣告

〇議長（川山光則君） 今定例会に上程されました全議案について長時間にわ

たり慎重ご審議をいただきまして、誠にありがとうございました。

以上で本日の日程は全部終了しました。
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本日の会議を閉じます。

これをもちまして令和５年第３回中泊町議会定例会を閉会します。

閉会 午前１１時４５分




